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議 事 の 要 旨 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ 開 会 

牛尾会長からあいさつをし、以下のことについて報告がされた。 

 ・市連で、令和３年度の地区別自治会加入率の速報が発表され、これまで中央地区  

  は市内ワースト１の加入率だったが、今回は清新地区及び橋本地区が中央地区よ

りも下回った。また、市内で中央地区のみ加入世帯数は増加した。 

 

２ 議 題 

（１） まちづくりを考える懇談会について 

  事務局より、資料に沿って、令和３年度まちづくりを考える懇談会の概要を説明

した。その際に、今年度の中央地区の開催日は１１月１６日（火）に決定したこと、

懇談会のテーマを各プロジェクトチーム単位で提出するか決めてもらい、提出する

場合には、テーマシートを７月６日（火）までに事務局まで提出するよう伝えた。

また、牛尾会長から役員会としてのテーマ（案）について説明した。 

 

 〈主な意見・質疑〉 

 〇まちづくりを考える懇談会では、市側からは市長以外には誰が出席するのか。 

  ⇒●資料の１ページ目にも記載があるとおり、市側の出席者は市長をはじめ、テ

ーマを担当する副市長、中央区長、テーマに関連する局長を基本としており、

内容等により、局長が部長に変更したりすることもある。また、市長も公務

日程等で対応できない場合もあるため、事前にご承知おきいただきたい。 

 〇確認だが、各プロジェクトチームでまちづくりを考える懇談会のテーマを選出し 

たら、今後のまちづくり会議では懇談会のテーマについてだけ議論し、他の課題

については議論しないということか。それとも、各プロジェクトチームの議論と

まちづくりを考える懇談会の議論は並行して行うということか。 

⇒●各プロジェクトチームの議論は年間を通して継続して行い、もし、チーム内  

  で特に市側との懇談が必要な内容があればテーマとして挙げてほしいという

趣旨である。つまり、プロジェクトチームの課題に対する取り組みとまちづ

くりを考える懇談会の議論は別物として並行していくものである。 

  

（２） 中央地区の課題に対する取り組みについて 

  事務局から、資料に沿って説明したのちに、各プロジェクトチームごとに議論し、 

取り組む課題の優先順位付け及びまちづくりを考える懇談会のテーマ選出の有無

について報告した。 



 〈各チームの報告〉 

（コミュニティの希薄化に関する検討チーム） 

 〇今後、当チームとしては、中央高齢者支援センターが事務局をする地域ケア会議

と連携し、当該会議の「お出かけマップ」作成事業で相模原５丁目を含めたマッ

プ作成を共に行っていきたい。この作成事業に相模原５丁目住民も引き込めれば、

当チームが当該住民と関わりを持つきっかけにもなるし、事業の過程で地域課題

を検討することにも繋がると思う。なお、取り組む課題の優先順位としては、①

自治会空白区域（相模原５丁目）における効果的な情報提供手段の構築、②自治

会が存在しないことによる課題の洗い出しとして、災害時要援護者支援体制の再

構築や自主防災組織の構築支援などは同じ一つの課題として括り優先順位③とす

る。 

 

 （きれいなまちづくりチーム） 

 〇当チームとしては、ごみの減量化を推進するにあたっては、ごみ捨てマナーの啓

発や改善が重要ということが基本的な考え方であり、取り組む課題の優先順位と

しては①である。次に、先ほど話にあったコンポストの普及にあたっては、個人

がコンポストを購入するにあたり市からの助成金があると思うが、たとえば、ご

み袋の有料化など、地域主体で行う工夫や施策によって地域内での資金の調達が

できれば、それを購入費用の半分に充てることで普及促進が可能になると思う。

最後に、取り組む課題の②としては、地域によるごみの減量化対策で、③は同順

位で、ごみ・資源集積場所の自治会管理方法の改善及び一般ごみ・資源集積場所

への事業系ごみの不法投棄対策とした。 

  ⇒〇役員会としては、今年度のまちづくりを考える懇談会のテーマとして地域に

よるごみの減量化対策が適していると考えるが、その件についてはどのよう

に思うか。 

   ⇒〇当チームとしては寝耳に水だが、そのようなご意見があるならば改めて検

討していきたい。 

   

 （中央地区公園プロジェクトチーム） 

 〇取り組む課題の優先順位としては、①富士見小学校における校庭開放の拡大、②

公園の利用マナーの向上、③高齢者用や障害者用器具の不足改善として位置付け

た。高齢者用器具等の設置を③に位置付けた理由としては、そもそも計画自体の

時間が掛かることや費用も掛かることから、遠い目標になってしまうなどの意見

が挙がった。次に、公園利用マナーの向上は身近な対策として、マナー周知の看

板の作成・設置などが挙げられるが、長期的な啓発や利用者に対する呼び掛けが

重要なことから②とした。以上のことから、直近で取り組める富士見小学校にお



ける校庭開放の拡大を①とした次第である。①の件については、現在も校庭で遊

んでいる児童はいるものの、校庭開放が実施されていることの積極的な周知はし

ていない状況である。そのため、今後の動きとしては次回のまちづくり会議まで

に早急に学校側と調整して、どのような条件であれば積極的に児童や地域の人に

周知してよいか確認したい。確認内容としては、そもそも校庭開放の利用は富士

見小学校の児童だけが対象か、又は地域の中学生なども利用できるか、次に積極

的な開放をするために地域の見守り隊などの体制作りは必要か、校庭利用で事故

が起こった際の保険対応は必要か等を確認したい。また、当チームとしては、ま

ちづくりを考える懇談会のテーマについては積極的な提案はしないつもりだが、

公園の利用マナーの向上は街の美化にも繋がる問題であり、きれいなまちづくり

チームでごみ問題の関係をテーマとして取り上げるのであれば、当チームの課題

解決にも寄与できるものと考えるため、必要に応じて議論には加わりたい。 

 

 〈結果〉 

  上記の報告のとおり、各チームが令和３年度に取り組む課題の優先順位が決定し

た。また、まちづくりを考える懇談会のテーマについては、ごみの減量化対策など

に絡めてきれいなまちづくりチームから期限までにテーマシートを提出すること

になった。さらに、中央地区公園プロジェクトチームからも、街の美化に関するテ

ーマを提出してもらうよう、会長から打診がされた。 

 

（３） その他 

  事務局から資料に基づいて、神奈川県より県内における東京２０２０オリンピッ

ク聖火リレーの公道走行及び東京２０２０ライブサイトを実施しない旨が発表さ

れたことについて報告した。 

 

３ 閉会 

  徳田副会長から閉会のあいさつをした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 中央地区まちづくり会議委員名簿 

 氏   名 所 属 等 備  考 出欠席 

１ 牛尾 良一 中央地区自治会連合会 会 長 出席 

２ 中川 清一 中央地区自治会連合会  出席 

３ 徳田 文夫 中央地区社会福祉協議会 副会長 出席 

４ 根岸 泰子 中央地区民生委員児童委員協議会  出席 

５ 八木 憲哉 中央地区民生委員児童委員協議会  欠席 

６ 熊沢 憲一 中央地区老人クラブ連合会  欠席 

７ 岡野 博 中央地区青少年健全育成協議会  出席 

８ 松田 正則 中央地区健康づくり普及員協議会  欠席 

９ 東使 敏二 中央地区防犯協会  出席 

10 増田 勝也 交通安全協会  出席 

11 松本 勇作 中央小学校 PTA  欠席 

12 梅林 巖 弥栄小学校 PTA  欠席 

13 佐藤 匠 富士見小学校 PTA  出席 

14 岡本 和茂 中央公民館 副会長 出席 

15 浦上 裕史 中央地区内商店街  欠席 

16 澤畔 正裕 中央高齢者支援センター  出席 

17 秋葉 秀二 公募委員  出席 

18 井之上 久 公募委員  出席 

19 倉澤 良明 公募委員  出席 

20 小澤 隆宏 公募委員  出席 

21 鳥海 千秋 公募委員  出席 

22 中里 良治 公募委員  出席 

 


